
 

 

 
 

■ 数年ぶりに代表委員会を開催しました。 
  代表委員会とは、４年生以上の学級の代表者が、学校生活をよりよくするためのルールや運動

会のスローガンなどを話し合う会のことです。 

  今年度は、子どもたちの中に経験者がいない中、開催されましたが、運営委員会に所属してい

る子どもたちが中心となって会の計画や話し合いを進めてくれました。話し合いをしている子ど

もの目は真剣で、発する言葉も、ひびきの小学校をもっと、もっとよりよくしたいという思いが

こもったものでした。 

 代表委員会では、雨の日の約束をみんなで話し合い、「右側を通行しよう」「用事がないときは

教室で過ごす」「落ち着いて過ごす」という約束が決まりました。 

 子どもたちが自分たちで、様々なことを決めていく。とてもよい代表委員会でした。 

 

■ 水泳学習を始めるに当たり、６年生がプールの清掃、プール開きをひびきの小学校の代表とし

て行いました。おかげで、全学年、きれいなプールで水泳学習ができています。 

 

 

 

 

 

 

 

また、水泳学習前に、先生達は、ひびきの消防署の署員の方をお招きし、

心肺蘇生術の研修を行いました。先生達は、毎年受けている研修ではあり

ますが、真剣に取り組み、細かな動作や対応の仕方を熱心に質問し、確認

していました。 

 

■ ４年生は、社会科の授業で、環境センターによる出前授業を行いました。 
４年生は、環境センターによる出前授業を行い、ごみのゆくえ     

やごみの分別のルールなどについて学びました。当日は、環境セ   

ンターの方の話がとても楽しく、子どもたちは興味津々で話を聞 

いていました。また、学習したことをもとに、ごみを減らすため 

に自分たちができることを考えました。 

 

■ ５年生はスクールカウンセラーと面談しました。 
５年生は、思春期の入口と言われています。悩みを抱えたときに身近な大人に相談できること

は、とても重要なことです。今後、大きなストレスがかかった時に SOSを出せるように、スクー

ルカウンセラーとのつながりをつくり、相談しやすい環境をつくることを目的として、約１０人

のグループ単位で面談を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひびきの ６月号  

【学校教育目標】 

思いやりの心をもち、自ら学び考える、 

心身ともに健康な子どもの育成 

北九州市立ひびきの小学校 
 

    校長 坂田 誠一 

ひびきの小学校 学校だより   「やさしく、かしこく、たくましく」   令和５年６月３０日（金）発行 

【７月の予定】 

◆７月 ５日（水） 北九州英語村体験学習（５年） 

◆７月 ６日（木） 自転車教室（３年） 

◆７月１２日（水） 

～１４日（金） 

◆７月１９日（水） 大掃除（５校時） 

◆７月２０日（木） １学期終業式 

 

学期末個人懇談会 


